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した。また、前期まで好調だった東洋樹脂㈱
は、自動車関連部品材料の需要拡大が続く
ものの、世界的な材料不足や材料価格高騰
の影響により、当上半期は低迷することとな
りました。

A>国内の制御装置関連事業は、各部門の
経営資源を製品種別で再編することにより
更なる売上の拡大を図ることを目的に、デ
バイスソリューション部門を新設し、４部門
体制としました。
　エンジニアリング部門は、オリンピック需

A>生産設備支援業種としての当電
気機器業界におきましては、生産設備
などの投資案件に増加の動きがみら
れるものの、価格競争は一段と厳しさ
を増しています。当社グループにおい
ては、国内・海外とも売上で前年同期
を上回ったものの、利益面では価格競
争の激化や販管費の増加により減益
となりました。
　主力の国内制御装置関連事業で
は、受注の伸長を上回る形で材料費
が高騰し、原価率悪化の要因となりま

トップインタビュー

株主の皆様には日頃のご支援に心より感謝申し上げます。
当上半期は、売上を伸ばしたものの、
利益面で原価率を悪化させるなど不満の残る結果となりました。
引き続き、期末に向けて業績向上の努力を続けてまいります。
株主の皆様には引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

代表取締役 社長執行役員   松尾 昇光

お客様が求める
以上の価値を
常に提供できる企業に。

国内・海外の動きを
お聞かせください。Q

当上半期の業績は
いかがでしたか。Q
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はどこかから来るという“待ちの姿勢”がみ
られます。
　本年に入って、私は“変革への挑戦”を旗
印に、1.各事業部売上規模の拡大からなる

「成長性」　2. 資本効率の向上、生産性向
上、適正利益の確保からなる「収益性・効率
性」　3. 働き方改革、CSRの推進からなる

「人財の育成・企業価値向上」を掲げました。
　この10月からは担当常務が中心となって
業務改革の提言をまとめています。世の中
が大きく変化する中で、5年先、10年先に私
たちの仕事がどのように変わるのかを危機
感を持って皆で考えようという試みです。お
客様は求める価値に見合わないものは購入
しません。お金を出す以上、それに見合う価
値を提供しなければならなのです。そうした
基本に立ち返り、東洋電機グループの事業
構造や業務の見直しを進めていきます。
　また、今後は男性と女性の区別なく働き
やすい職場、働き甲斐のある職場にしたい
と思います。埋もれた人財を発掘し、能力の
ある方に頑張って欲しいと願っています。
　株主の皆様には、引き続き変わらぬご支
援を賜りますようお願い申し上げます。

要により新聞製作システムや宛名紙印刷搭
載機が好調だったものの、改造の対応やシ
ステム電装品増加の影響で労務費が増加
したことにより減益となりました。
　機器部門は、客先からの受注減少により
売上が減少しました。今後は、投入した新製
品の改良、シリーズ展開を実施し、新たな需
要の掘り起こしを図ってまいります。
　変圧器部門は、データセンター関連、電気
炉関連市場で売上が伸長したものの、価格
競争の激化や材料費の高騰により減益とな
りました。
　デバイスソリューション部門は、交流電力
調整器、MAGIC BEE、情報表示器などに
注力したものの、利益幅は縮小しました。
　一方、中国では温浴施設が人気となって
おり、給湯機器制御盤の需要が拡大しまし
た。エレベータセンサは、マルチビームセン
サや着床センサで中国仕様製品の販売に
注力しました。タイではエレベータセンサが
横ばいで推移しており、現地に駐在してい
る営業担当が当社製品の売込みに努めて
います。なお、本年４月に国内市場開拓部と
海外事業本部を統合して市場開拓部とし、
国内・海外問わず新市場・新分野への開拓
を強化してまいります。

A>開発成果発表会は、各部門が一年間の
成果を発表する場として昨年から開催しま
した。参加者からは、「他部門がどのような
開発を行っているかを知るよい機会になっ
た」「他部門の率直な声が聞けて刺激になっ
た」などの声が寄せられています。本発表会

を通じて、社内の情報共有やノウハウ・課題
について“知の触発”を促し、開発の活性化
を図りたいと思っています。

A>㈱四国総合研究所は、四国電力㈱の子
会社で、開発中心の組織であるため販売組
織を持ちません。この度の業務提携により、
㈱四国総合研究所の高い研究開発力と当
社の技術・製造・販売力を相互に補完しあう
ことで、「openATOMS」以外の分野でも協
力関係を拡大し更なる発展を目指します。

A>経営の意思決定および監督機能と業
務執行機能の分担を明確にするため、執行
役員制度を導入しました。
　また、６月の株主総会で、役員退職慰労金
制度を廃止し、新たに譲渡制限付株式報酬
制度を導入しました。譲渡制限付株式は中
長期の株価向上によるインセンティブ報酬
であるため、付与された取締役は株主目線
での経営に取り組むようになります。当面は
取締役および執行役員を対象としますが、
将来的には部長クラスにまで導入したいと
考えています。

A>当社は７０年を超える歴史を持っていま
すが、今なお“下請け的”な体質が残り、仕事

株主の皆様には日頃のご支援に心より感謝申し上げます。
当上半期は、売上を伸ばしたものの、
利益面で原価率を悪化させるなど不満の残る結果となりました。
引き続き、期末に向けて業績向上の努力を続けてまいります。
株主の皆様には引き続きご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

お客様が求める
以上の価値を
常に提供できる企業に。

Top Interview

■ 通期の見通し

前期比
71.1%減80百万円営業利益

前期比
56.0%減150百万円経常利益

前期比
1.2%増8,657百万円売上高

㈱四国総合研究所との
業務提携が発表されました。
どのような狙いでしょうか。

Q

役員クラスの評価の仕組みが
変わったと聞きましたが。Q

今後のかじ取りに向けた
抱負をお聞かせください。Q

４月に開発成果発表会が
開催されました。どのような
感想をお持ちですか。

Q

前期比
51.3%減110百万円

親会社株主に帰属する
当期純利益
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3,966

8,551

4,113

8,452

第78期
（29/3）

第79期
（30/3）

8,657
（予想）

4,241

通期 上半期 （単位：百万円）

第80期
（31/3）

133

276

150

362

第78期
（29/3）

第79期
（30/3）

80
（予想）

△90

通期 上半期 （単位：百万円）

第80期
（31/3）

155

340

186

423

第78期
（29/3）

第79期
（30/3）

150
（予想）

△47

通期 上半期 （単位：百万円）

第80期
（31/3）

98

225

125

288

第78期
（29/3）

第79期
（30/3）

110
（予想）

△32

通期 上半期 （単位：百万円）

第80期
（31/3）

1,309.611,268.99

第78期
（29/3）

第79期
（30/3）

1,288.93

通期 上半期 （単位：円）

第80期
上半期
（31/3）

△0.44 △0.59

株主資本利益率（ROE）　　
総資産経常利益率（ROA）

（単位：％）

第80期
上半期
（31/3）

3.24

5.35

4.08 4.07

第78期
（29/3）

第79期
（30/3）

第78期
（29/3）

第79期
（30/3）

98

203

36

118

90

187

51

298

通期 上半期設備投資額
通期 上半期減価償却費

（単位：百万円）

第80期
（31/3）

118

262
（予想）

97

226
（予想）

決算ハイライト Financial  Highl ights

売上高

1株当たり純利益

営業利益

1株当たり純資産額（BPS）

経常利益

株主資本利益率（ROE）/総資産経常利益率（ROA）

親会社株主に帰属する純利益

設備投資額/減価償却費

22.84

52.47

29.08

66.97

第78期
（29/3）

第79期
（30/3） △7.71

通期 上半期 （単位：円）

第80期
（31/3）

25.55
（予想）
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トピックス Topics

　当社は、本年7月より女性
活躍推進の一環として、工場
ごとに隔月１回、女性社員が
自由に意見交換できる「女性
活躍推進ワークショップ」を設
置いたしました。
　これにより、一人ひとりの
多様な価値観・キャリアライフ
ステージを尊重し、女性が輝
ける企業を目指します。

女性の活躍推進
　当社は、株主の皆様に直接的な対話を通じて、当社の
事業内容ならびに企業価値をアピールすることを目的と
して、平成30年
７月に「名証ＩＲエ
キスポ」に出展い
たしました。

「名証IRエキスポ」に出展

コーポレートガバナンス
　当社は、コーポレートガバナンスの充実と役員報酬体
系の見直しを図ることを目的に「執行役員制度」を導入す
るとともに、「役員退職慰労金制度」を廃止し、新たに「譲
渡制限付株式報酬制度」を導入いたしました。

　経営の意思決定および監督機能と業務執行機能の分
担を明確にすることにより、更なるコーポレートガバナン
スの向上を図ります。

執行役員制度の導入

　取締役の株式保有を促進させることで、株主様との一
層の価値共有を進めるとともに、持続的な企業価値向上
を促します。

役員退職慰労金制度の廃止ならびに
譲渡制限付株式報酬制度の導入

株 主 様
対象役員

株主様目線

譲渡制限付
株 式 付 与株式保有
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国内制御装置関連事業は、当社グループの中核事業とし
て、日本国内を中心に事業展開しております。当事業は4部
門から構成されており、その内、機器部門の売上高が減少し
たものの、エンジニアリング部門、変圧器部門ならびにデバ
イスソリューション部門の売上高が増加したことにより、売上
高は3,479百万円(前年同四半期比3.5%増)となりました。

前年同四半期比3.5%増

売上高

百万円3,479

【エンジニアリング部門】

【変圧器部門】 【デバイスソリューション部門】

【機器部門】
売上高 百万円 ［ 前年同四半期比2.5%増 ］877

エンジニアリング部門の事業は、業種業界ごとに異なる制御システムを提
供しております。当事業の内、搬送制御装置分野および印刷制御装置分野が
増加したことなどにより、売上高は877百万円(前年同四半期比2.5%増)とな
りました。

変圧器部門の事業は、当社が設立以来営んでおり、受配電用変圧器から機
械設備用変圧器などを提供しております。当事業の内、データセンター向けの
需要や電気炉関係向けの需要が増加したことなどにより、売上高は1,189百
万円(前年同四半期比26.1%増)となりました。

デバイスソリューション部門の事業は、これまで培ってきた商品開発・システ
ム開発の経験を基に、新しい商品やソリューションを提供しております。当事業
の内、表示器分野が増加したことにより、売上高は480百万円(前年同四半期
比2.6%増)となりました。

機器部門の事業は、光技術を応用した様々な産業設備用機器を自社開発
し、自社製品として提供しております。当事業の内、センサ分野および空間光
伝送装置分野が減少したことなどにより、売上高は931百万円(前年同四半
期比14.9%減) となりました。

売上高 百万円 ［ 前年同四半期比14.9%減 ］931

売上高 百万円 ［ 前年同四半期比26.1%増 ］1,189 売上高 百万円 ［ 前年同四半期比2.6%増 ］480

構成比

％82.0

エンジニアリング
部門

％20.7

機器部門

％22.0

●乾式変圧器
●耐雷変圧器
●モールド変圧器
●始動リアクトル

乾式変圧器 
TKHⅢシリーズ

主要製品

●省配線型搬送コントローラ(MRC)
●交流電力調整器
●情報表示器
●マジックビー

省配線型搬送コントローラ（MRC）

主要製品売上高推移

943

1,077

第80期
（30/9）

1,189

第78期
（28/9）

第79期
（29/9）

（単位：百万円） 売上高推移

480
第80期
（30/9）

（単位：百万円）

セグメント別概況　　（平成30年9月期）

国内制御装置関連事業1

主要製品 売上高推移

第78期
（28/9）

第79期
（29/9）

1,094

1,086

第80期
（30/9）

877

（単位：百万円）

●空間光伝送装置
●エレベータ・エスカレータ関連機器

【主要製品】

空間光伝送装置宛名紙印刷搭載機

主要製品 売上高推移

第78期
（28/9）

第79期
（29/9）

1,324

1,164

第80期
（30/9）

931

（単位：百万円）

変圧器部門

％28.0

デバイス
ソリューション部門

％11.3

●オンデマンドフォーム
　印刷機電装品
●インテリジェント
　多機能リレー（IPR）
●宛名紙印刷搭載機
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構成比

％10.0

前年同四半期比7.7%増

売上高 百万円338

樹脂関連事業は、当社グループの
東洋樹脂株式会社が展開している
樹脂リサイクル事業です。当事業は、
自動車関連部品材料の需要は好調
が続くものの、世界的な材料供給不
足や材料価格高騰の影響を受け、生

前年同四半期比3.1%減

売上高 百万円423 売上高推移

第78期
（28/9）

第79期
（29/9）

437

292

第80期
（30/9）

423

（単位：百万円）

●廃プラスチックのリサイクル
●リサイクル樹脂ペレットの生産・販売
●�プラスチックのコン
パウンド受託加工

●�樹脂パウダーの生産

樹脂ペレット

主要製品

Segment Informat ion

海外制御装置関連事業2

樹脂関連事業3

海外制御装置関連事業は、当社グ
ループの海外企業2社が事業を展開し
ており、中国南京市にある南京華洋電
気有限公司は、中国国内向け盤関連製
品の製造販売や、中国国内やタイ王国
などに向けたエレベータ関連センサの
製造販売を行っております。また、タイ
王国にあるThai Toyo E lect r ic 
Co.,Ltd.は、南京華洋電気有限公司か
ら輸入したエレベータ関連センサの組
立・検査・販売を行っております。

当事業は、中国国内で設備投資が好
調に推移し盤事業の需要が増加したこ
となどにより、売上高は338百万円（前
年同四半期比7.7％増）となりました。

産依頼量の減少ならびに材料コスト
が増加したことなどにより、売上高
は423百万円（前年同四半期比3.1
％減）となりました。

●盤関連製品
（南京華洋電気有限公司のみ）
・ 高圧受配電盤
・ コントロールセンタ
・ PLC応用制御盤

エレベータセンサ
「かご位置確認用センサ」

●エレベータ関連製品
（南京華洋電気有限公司と
  Thai Toyo Electric Co., Ltd.）
・ マルチビームセンサ
・ かご位置確認用センサ

主要製品

構成比

％8.0

売上高推移

第78期
（28/9）

第79期
（29/9）

314

345

第80期
（30/9）

338

（単位：百万円）

C型コントロールセンタ
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たな卸資産
1,152

その他
80

有形
固定資産
2,398
無形
固定資産
403
投資
その他の資産
982

固定負債
1,729

株主資本
5,396

その他の
包括利益
累計額
241
非支配

株主持分
117

その他の
包括利益
累計額
195
非支配
株主持分
111

株主資本
5,252

流動負債
3,173

固定負債
1,642

流動負債
3,474

有形
固定資産
2,427
無形

固定資産
388

投資
その他の資産

947

現金
及び預金
2,177

受取手形
及び売掛金
3,482

たな卸資産
928
その他
88

負債・純資産合計
10,659

負債・純資産合計
10,677

現金
及び預金
2,363

受取手形
及び売掛金
3,514

当上半期前期
（平成30年3月31日現在） （平成30年9月30日現在）

負債
5,117

純資産
5,560

流動資産
6,893

固定資産
3,784

負債
4,902

純資産
5,756

流動資産
6,895

固定資産
3,763

資産合計
10,659

前期
（平成30年3月31日現在）

資産合計
10,677

当上半期
（平成30年9月30日現在）

7

POINT

総資産は、現金及び預金ならびに受取手形及び売掛金が減少したものの、たな卸資産の増加などにより前期末比18百万円増加し、負債は、短期借
入金などの流動負債が増加したことなどにより前期末比214百万円の増加となりました。なお、純資産は、自己株式の取得等による減少ならびに利
益剰余金の減少などにより前期末比196百万円減少しました。

連結決算概要

連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）
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当上半期
平成30年4月1日から平成30年9月30日まで

前上半期
平成29年4月1日から平成29年9月30日まで

4,241
売上高

1,148

売上
総利益

△90
営業損失

△47
経常損失

△41

税金等調整前
四半期純損失

3,092

売上
原価

1,238

販売費及び
一般管理費

61
営業外収益

5
特別利益

8

12
法人税、住民税及び事業税

△22
法人税等調整額

1
非支配株主に帰属する四半期純利益

150
営業利益4,113

売上高

1,335

売上
総利益

経常利益
186

親会社株主に帰属
する四半期純利益
125

0

特別
損失

18
営業外費用

△32

親会社株主に
帰属する
四半期純損失

当上半期前上半期
平成30年4月1日から平成30年9月30日まで平成29年4月1日から平成29年9月30日まで

△5

現金及び
現金同等物に
係る換算差額△96

営業活動による
キャッシュ・フロー

△209

投資活動による
キャッシュ・フロー

128

財務活動による
キャッシュ・フロー

1,417

現金及び
現金同等物の
上半期末残高

現金及び
現金同等物の
期首残高

1,599

現金及び
現金同等物の
上半期末残高

1,563

現金及び
現金同等物の
期首残高

1,554

8

POINT

当上半期の現金及び現金同等物は、前期末に比べ182百万円減少し、1,417百万円となりました。営業活動の結果使用した資金は、たな卸資
産の増加などにより96百万円となりました。投資活動の結果使用した資金は、無形固定資産の取得による支出などにより209百万円となりま
した。財務活動の結果得られた資金は、短期借入金の増加などにより128百万円となりました。

POINT

当上半期の売上高は、変圧器部門およびエンジニアリング部門の売上が増加したことなどにより3.1%増収となりました。利益面では、材料価
格の上昇を販売価格に転嫁できなかったこと、事業継続を目的とした若手人材増加により人件費が増加したことなどにより営業利益・経常利益
ともにマイナスとなりました。その結果、親会社株主に帰属する四半期純損失は32百万円となりました。

Consol idated Financial  Statements

連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

連結キャッシュ・フローの概要 （単位：百万円）
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9

　語学力を期待されて入社、海外事業本部に配属されました。昨年の海
外出張では、同行した先輩から５０点という手厳しい評価を受けたもの
の、めげずに仕事を続けています。これまでに経験した海外出張は韓国の
１０回を筆頭に、中国、台湾、タイ、マレーシアに及びます。今後はベトナム
にも出張する予定です。
　目下の悩みは、英語を使うのはマレーシアぐらいで、最大の出張先であ
る韓国では間に立つ商社が日本語を話し、ほとんど日本語だけで終わっ
てしまうが、翻訳が加わり100％の情報との確信が持てないこと。己の力
を伸ばすため、英語と韓国語の自主学習に余念がありません。

　入社から３年目を迎えたこの春、市場開拓部と海外事業本部が統合し
て市場開拓部になりました。国内では4つの事業部に跨がるため取り扱う
商品も広がり、製造部門で研修を受けるなど技術の勉強も怠りません。

　海外ではスピード重視の即断即決が当たり前。韓国でのこと。ある耳寄
りな話を聞いたものの、受け身に回って対応が遅れ、あとでおいしい仕事
の話だと分かり、大きな魚を逃したと反省しきり。仕事への感度、対応の
遅れが時に致命傷になると知りました。

　中学までは野球、高校ではソフトボールで腕を磨いた牧野さん。休日
は草野球に熱中し、2つのチームを掛け持ちして汗を流しています。守備
はもっぱら外野手、打順は４番のこともあれば８番9番のことも。もちろ
ん、熱い中日ドラゴンズファンで、今年は７回ほど球場に足を運びまし
た。好きな選手は福田永将（のぶまさ）選手。今年で１０年目を迎えたベ
テランながら、“迷いなく振る姿が魅力”だと語ります。下積みに耐えて
ホームランバッターになった福田さんと将来の自分の姿を重ねているの
かもしれません。いつかここ一番でホームランをかっ飛ばせる社員に。そ
れが牧野さんの夢なのです。

海外・国内の客先で人脈づくりを急ぐ

迷いなくホームランを打てる力を

企業文化・風土の違いに驚く

社員インタビュー Interview

牧 野 直人
市場開拓部 市場開拓課

ここ一番で
ホームランを
かっ飛ばせる
社員に。
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発行可能株式総数 9,000,000株（普通株式）
発行済株式の総数             4,694,475株(自己株式467,441株を含む)
株 　 主 　 数 1,271名

商 号 東洋電機株式会社
設 立 1947年（昭和22年）7月
資 本 金 10億3,708万円

本社・春日井工場 〒486-8585
愛知県春日井市味美町2-156

神 屋 工 場 〒480-0393　
愛知県春日井市神屋町字引沢1-39

営 業 所 東京、名古屋、大阪

関 係 会 社

東洋樹脂株式会社 （愛知県小牧市）
東洋電機ファシリティーサービス株式会社（愛知県春日井市）
東洋板金製造株式会社 （愛知県春日井市）

南京華洋電気有限公司　
（中華人民共和国江蘇省南京市）

Thai Toyo Electric Co., Ltd.
（タイ王国チョンブリ県）

主 要 取 引 銀 行 百五銀行、商工中金、三井住友銀行、名古屋銀行
従 業 員 数 個別：232名　連結：491名

株 主 名 持株数 持株比率
有 限 会 社 城 西 427千株 10.11%
東 洋 電 機 取 引 先 持 株 会 327千株 7.74%
東 洋 電 機 従 業 員 持 株 会 262千株 6.21%
株式会社商工組合中央金庫 232千株 5.50%
株 式 会 社 百 五 銀 行 214千株 5.06%
松 尾 隆 徳 185千株 4.40%
トーヨー テ クノ株 式 会 社 144千株 3.43%
松 尾 昇 光 139千株 3.30%
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 125千株 2.96%
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 125千株 2.96%

（注）持株比率については、自己株式（467,441株）を控除して算出しております。

所有者別
●金融機関
●金融商品取引業者
●その他法人
●個人・その他

19.25％
0.18％

21.70％
58.87％

所有数別

●100単元以上
●10単元以上
●5単元以上
●1単元以上
●1単元未満

81.48％ 
14.79％
1.71％ 
2.01％ 
0.01％ 

株式分布状況

代 表 取 締 役 会 長 松 尾 隆 徳

代表取締役 社長執行役員 松 尾 昇 光

取締役 専務執行役員 松 村 和 成

取締役 常務執行役員 丹 羽 基 泰

取締役 常務執行役員 奥 村 光 宏

取締役（監査等委員） 森 　 正 一

取締役（監査等委員） 有 賀 重 介

取締役（監査等委員） 葛 谷 昌 浩

（注）取締役有賀重介及び葛谷昌浩の各氏は、社外取締役であります。

会社概要/株式状況　　（平成30年9月30日現在） Corporate Profile & Stock Information

会社の概況 株式の概況

株主分布図

大株主

役　員
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電 子 の 夢 を 創 る

証券コード：6655ご注意

（注）「第80期中間配当金支払いに関する取締役会決議ご通知」のご案内は、郵送による発送をやめ、当社Ｗｅｂサイトへの掲載に変更させていただいております。 
何卒ご了承くださいますようお願い申し上げます。

〒486-8585　愛知県春日井市味美町2-156
TEL.0568-31-4191   FAX.0568-31-8096 この報告書は植物油インキを使用しております

1.	株主様の住所変更、買取請求その他各種
お手続きにつきましては、原則、口座を開設
されている口座管理機関（証券会社等）で
承ることとなっております。口座を開設され
ている証券会社等にお問合せください。株
主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお
取り扱いできませんのでご注意ください。

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

期 末 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日 3月31日

中 間 配 当 金 受 領
株 主 確 定 日 9月30日

定 時 株 主 総 会 毎年6月

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
〒137-8081　東京都府中市日鋼町1-1
℡ 0120-232-711（通話料無料）

上 場 取 引 所 株式会社名古屋証券取引所　市場2部（コード6655）

公 告 方 法
電子公告により行います。ただし、やむを得ない事由に
より電子公告をすることができない場合は、日本経済新
聞に掲載します。

公告のホームページアドレス http://www.toyo-elec.co.jp/

お問合せ先

第80期中間配当金は、平成30年11月6日開催の取締役会で1株につき12円と決議いたしました。
なお、配当金の効力発生日ならびに支払開始日は、平成30年12月4日となります。

http://www.toyo-elec.co.jp/

2.	特別口座に記録された株式に関する各種
お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀
行が口座管理機関となっておりますので、
左記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ
信託銀行）にお問合せください。なお、三菱
UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎ
いたします。

3.	未受領の配当金につきましては、三菱UFJ
信託銀行本支店でお支払いいたします。

株主メモ Informat ion for Shareholders

第80期中間配当金に関するお知らせ Informat ion

ホーム
ページ
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